
 主な内容
P.2 ～ 令和8年度補正予算

～5つのトピックで見る補正予算～  
P.20 定例会の議案と審議結果一覧
P.22 令和7年度 政務活動費収支報告

P.4 ～ スタート！印西市第2次基本計画 P.24 市民の声「まちづくりをみんなと共に」
P.6 ～ まちづくりを問う（一般質問） 滝野中学校3年　植村さん

P.17 ～ 各常任委員会の審査
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自然まちひと

令和8年度補正予算

01

03

02

04

保育園運営に要する経費保育園運営に要する経費

障害者自立支援給付事業障害者自立支援給付事業

最高裁判決を踏まえた生活保護最高裁判決を踏まえた生活保護
費等追加給付事業費等追加給付事業

総合福祉センター総合福祉センター
施設管理に要する経費施設管理に要する経費

1億621万3千円

850万3千円

7,535万6千円

▲2,629万円

　印西牧の原駅
圏において、送
迎保育ステーショ
ン事業を実施す
るための整備お
よび運営業務委
託費を増額する。

　総合福祉センター保全改修工事にお
いて、福祉作業所コスモス別棟（Ａグ
ループ作業所）部分を保全改修工事か
ら新築工事に変更することに伴い、当
該施設の解体および新築工事に係る設
計業務委託費を増額する。

　令和7年6月27日の最高裁判決を踏
まえ、平成25年から実施した生活扶助
基準改定のうち、デフレ調整の改定率
を消費実態に基づく水準の改定率に代
えることで生じる差額相当額の追加給
付等を行う経費を増額する。

　総合福祉センター保全改修工事におい
て、福祉作業所コスモス別棟（Ａグループ
作業所）部分を保全改修工事から新築工事
に変更することに伴い、当該施設部分の
保全改修に係る費用を減額する。

5つのトピックで見る補正予算
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ひと まち 自然

令和8年度補正予算（第1号）が原案可決
予算審査常任委員会

令和8年度印西市一般会計補正予算（第1号）議案第8号

補正前の額 補正額 補正後の額
642 億 6,000 万円 2億 7,551 万 7千円 645億 3,551 万 7千円

歳入歳出予算の補正

令和8年度印西市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）議案第9号

補正前の額 補正額 補正後の額
97 億 5,601 万 8千円 3,060 万 3千円 97億 8,662 万 1千円

主な内容
〇国民健康保険事業費納付金
　令和８年度国民健康保険事業費納付金の確定により増額。

3,060 万 3千円

歳入歳出予算の補正

令和8年度印西市水道事業会計補正予算（第1号）議案第10号

補正前の額 補正額 補正後の額
収益的収入 6 億 7,672 万 8千円 310万円 6億 7,982 万 8千円
収益的支出 6 億 7,094 万 1千円 310万円 6億 7,404 万 1千円

主な内容
〇市営水道料金の特別減免
　千葉県水道料金減免支援事業特別交付金を活用し、市営水道料金を4カ月（7～
10月検針分）、20％減免するもの。

310万円

収益的収入及び支出の補正

05 千葉県公立小学校等給食費の抜本的な負担軽減補助金（歳入）千葉県公立小学校等給食費の抜本的な負担軽減補助金（歳入）
4億6,263万3千円
　令和8年4月からの国の「学校給食費の抜本的
な負担軽減」の実施に伴い、小学生1人当たり月
5,200円の補助金が千葉県を通じて交付され、市
が行っている給食無償化事業に充当するもの。

予算審査常任委員会は、令和8年6月10日に令和8年度補正予算の審査を行い、全て原案の
とおり可決しました。主な内容について、5つのトピックで紹介しています。
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　議会だよりでは、市民の方々に、より分かりやすく、全体像や役割について、トピッ
クを交えながら、お伝えしたいと思います。

〇経営戦略は、選ばれるまちづくりを進めていくために、市の経営を「都市経営」と「行
政経営」に分け、この２つを連動させてまちづくりの好循環を生み出し、将来都市像
の達成を目指すものです。

都市経営：どんなまちを目指すのか？
①次世代に繋ぐ子どもたちを育てる
②起業、創業や企業誘致で職住近接なまちをつくる
③自然を活かし、暮らしに息吹かせ、心から安らぐまちをつくる
④安全・安心な住み続けたいまちをつくる
⑤地域ごとの特性を活かし、人・モノがつながる多極・循環型のまちをつくる
行政経営：どんな市役所を目指すのか？
⑥市民参加と公民連携を進め、地域ならではの共創のまちをつくる
⑦変化に対応し、挑み続ける人材が育ち、支え合いと信頼が根付く組織をつくる
⑧多様な行政ニーズに対応するための戦略的な行財政運営を実現する

〇実施計画は、基本計画に掲げた施策の目標を達成するための手段として主要な「事
業」を示すもの。基本計画開始年度に３カ年の計画を策定し、毎年見直しを行う。

印西市では、政策の大綱として、５つの政策を掲げています。

 　急増する扶助費・物件費について、まず扶助費は、どれも生活に直結する大切
な支出ですが、市当初予算書によると８年でほぼ倍増しており、国の制度で義務的に支出して
いるものも多くあります。議会だより編集委員からは、「今後の財政運営においても無視でき
ない要素になると思われる。」との意見もあります。
　次に急増しているのが物件費で、市の組織を運営する上で必要なモノやサービスへの経費
です。コロナ禍後は行政のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）が不可欠になり、これも急
増の一因かと思われます。議会だより編集委員からは、「世界的に将来が不透明な時代、足元
をしっかり見つめた市政運営がますます必要になる。」との意見も出ています。

経営
戦略

実施
計画

基本計画

Topic2

 

経
営
戦
略
を
進
め
る
８
つ
の
基
本
目
標 

政策 1 政策 2 政策 3 政策 4 政策 5
子育て・教育

・文化
安全・安心・

健康福祉
まちづくり・

生活環境
住民自治・

協働・行財政
産業・交流

詳しくはこちら
市ホームページ下部「ダウンロード」から
本計画をご覧ください。
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　令和8年3月、印西市第2次基本計画が策定・公表されました。
　印西市総合計画を構成する、第1次基本計画期間が満了し、令和8年度から第2次
基本計画が始まりました。

総合計画の位置づけ

〇総合計画は、印西市の最上位に位
置づけられた計画として、「基本構
想」「基本計画」「実施計画」で構成さ

れています。
　その中で第2次基本計画は、基本構想に示
された5つの政策に沿って、その具体的な施
策を体系的に示すものになります。

　一般的には、自治体の総合計画や
基本計画の策定は、専門的知見や実
績を積んだ外部の業者に発注・委託
して作成することが多いのですが、
今回、印西市は１年以上前から準備
し、市職員の力で、しかも若手職員
が中心となり試行錯誤しながら全庁
的な努力の上、今回の第２次基本計
画を完成しました。
　このような試みと成果に、まず、敬
意を表したいと思います。

〇基本計画は、基本構想に示され
た「政策の大綱」に沿って、その具
体的な「施策」を体系的に示すもの
です。　
　持続可能な自治体であるため
に、経営的な視点を導入していく
ことをまとめた「経営戦略」を新た
に位置付けています。

基本計画

▼

▼

第１次
令和３～７年度

第２次
令和８～ 12 年度

実　施　計　画

第２次
令和８～ 12 年度

経営戦略

総合
計画

５つの政策に対応した
18の施策

＋

基本構想
令和 3 ～ 12 年度

印西市第 2 次

Topic1 総
合
計
画

(

令
和
３
か
ら
12
年
度)
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ま
ち
づ
く
り 

を 

問 

う

　議員は、市民の代表として印西市の市政全般について幅広く質
問することができます。これに対し市は、今後の事業計画や現状
を説明し、議論を深めていきます。
　一般質問は、市民の声を市政に届け、より良い印西市を作るた
めにとても重要です。
　令和8年第2回定例会では、6月3日から6月9日まで個人質問が
行われ、市政全般に対して活発な議論が展開されました。
　ここではその一部を掲載いたします。
　この掲載記事は、各議員本人が作成したもので、質問順に掲載
しております。

個人質問

1.	 板橋　睦��������������������������������� P.7
2.	 稲葉　健��������������������������������� P.7
3.	 鈴木　博美����������������������������� P.8
4.	 軍司　俊紀����������������������������� P.8
5.	 林　勝利��������������������������������� P.9
6.	 山田　喜代子������������������������� P.9
7.	 松尾　榮子���������������������������P.10
8.	 米井　重行���������������������������P.10
9.	 松谷　知美���������������������������P.11
10.	 大野　忠寄���������������������������P.11

11.	 藤江　研一���������������������������P.12
12.	 増田　葉子���������������������������P.12
13.	 岩崎　成子���������������������������P.13
14.	 海老原　作一�����������������������P.13
15.	 都築　真理子�����������������������P.14
16.	 津田　憲吾���������������������������P.14
17.	 加藤　亮二���������������������������P.15
18.	 大﨑　亜希���������������������������P.15
19.	 小川　利彦���������������������������P.16

一般質問
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質
問
1　
松
山
下
公
園
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
計
画
の
経
緯
に
つ
い
て
。

都
市
建
設
部
長　
和
泉
地
区
内
生

活
道
路
の
通
過
交
通
を
抑
制
し
、

災
害
時
の
広
域
避
難
場
所
と
な
る

松
山
下
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

の
た
め
計
画
し
た
も
の
。

再
質
問　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
は
。

答
弁　
令
和
3
年
度
概
略
設
計
、

令
和
4
年
度
予
備
設
計
、
令
和
5

年
度
現
地
測
量
、
令
和
6
年
度
に

隣
地
境
界
を
確
定
す
る
た
め
の
資

料
調
査
お
よ
び
路
線
測
量
を
実
施
。

再
質
問　
令
和
7
年
度
、
令
和
8

年
度
と
2
年

続
け
て
予
算

措
置
さ
れ
な

い
が
な
ぜ
か
。

答
弁　

現
在

整
備
を
行
っ

て
い
る
路
線

や
計
画
し
て

い
る
路
線
が

質
問　
新
た
に
設
立
さ
れ
た
図
書

館
課
の
背
景
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
。

生
涯
学
習
部
長　
図
書
館
は
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
学
び
を
支
え
る
生
涯
学

習
施
設
で
あ
り
、
読
書
活
動
の
推

進
に
加
え
、
情
報
提
供
や
学
習
支

援
、
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
、

そ
の
役
割
は
年
々
多
様
化
し
て
い

る
。
新
た
に
図
書
館
課
を
設
置
し

た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
市
民

の
生
涯
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
へ
の
期
待
の
高
ま
り
が

多
い
た
め
、
既
に
用
地
取
得
に
着

手
し
て
い
る
路
線
の
整
備
な
ど
を

踏
ま
え
た
予
算
措
置
で
あ
る
。

再
質
問　
広
域
避
難
場
所
と
な
る

松
山
下
公
園
へ
の
災
害
時
の
備
え

と
し
て
重
要
な
ル
ー
ト
に
な
る
が
。

答
弁　
避
難
経
路
の
主
要
な
路
線

に
な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問　
地
権
者
へ
の
説
明
は
。

答
弁　
適
切
な
時
期
に
説
明
す
る
。

再
質
問　
今
後
の
事
業
計
画
は
。

答
弁　
総
合
的
に
整
備
時
期
な
ど

を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

質
問
2　
佐
倉
印
西
線
の
荒
野
交

差
点
に
つ
い
て
。

都
市
建
設
部
長　
視
距
の
確
保
を

踏
ま
え
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
角
度

の
見
直
し
や
移
設
を
考
え
て
い
る
。

再
質
問　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
移
設
以

外
の
安
全
対
策
は
。

答
弁　
見
通
し
を
阻
害
す
る
要
因

の
改
善
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問　
外
部
か
ら
館
長
を
登
用

し
た
が
、
専
門
的
な
知
見
や
民
間

で
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
図
書
館

運
営
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　
図
書
館
運
営
に
お
け
る
専

門
的
知
見
や
地
域
連
携
な
ど
豊
富

な
経
験
を
活
か
し
、
図
書
館
機
能

の
更
な
る
充
実
を
目
的
に
配
置
し

た
。
館
長
か
ら
も
「
資
料
展
示
や

空
間
づ
く
り
の
工
夫
な
ど
に
よ
る

図
書
館
の
魅
力
向
上
の
ほ
か
、
地

域
の
団
体
や
学
校
、
施
設
お
よ
び

関
係
部
署
と
の
連
携
を
強
化
し
、

図
書
館
を
拠
点
と
し
た
新
た
な
つ

な
が
り
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。」
と
聞
い
て
お
り
、
今

ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

た
手
腕
に
期
待
し
て
い
る
。

再
質
問　
来
館
者
へ
の
、
本
の
見

せ
方
や
雰
囲
気
づ
く
り
を
も
っ
と

工
夫
し
て
欲
し
い
が
。

答
弁　
利
用
者
が
関
心
を
持
ち
や

す
い
空
間
づ
く
り
に
努
め
る
。

問 
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
は
進
む
の
か

答 
総
合
的
に
整
備
時
期
等
を
判
断
す
る

�

板
橋　
睦 

議
員

問 

図
書
館
課
設
立
の
目
的
は

答 

生
涯
学
習
の
ニ
ー
ズ
対
応
の
た
め

�

稲
葉　
健 

議
員

新たに図書館課が設置された
大森図書館

（仮称）松山下公園アクセス道路

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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質
問
１　
Ａ
Ｉ
画
像
検
索
な
ど
を

活
用
し
た
分
か
り
や
す
い
ご
み
分

別
機
能
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　
ア
プ
リ
運
営
会
社
が
開
発

中
の
Ａ
Ｉ
画
像
認
識
機
能
を
令
和

９
年
度
か
ら
追
加
し
利
便
性
を

図
る
。

再
質
問　
新
機
能
に
は
、
多
言
語

対
応
も
含
ま
れ
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長　

令
和
８
年
６

月
か
ら
５
カ
国
語
に
対
応
済
み
で

新
機
能
で
も
同
じ
対
応
が
で
き
る
。

質
問
２　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

今
後
の
整
備
方
針
と
、
避
難
所
運

営
に
お
け
る
対
応
は
。

総
務
部
長　
市
内
８
中
学
校
区
で

整
備
を
完
了
。
今
後
は
、
市
防
災

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
き
携
帯
・

簡
易
ト
イ
レ
を
計
画
的
に
備
蓄
す

る
。
避
難
所
運
営
で
は
自
主
防
災

組
織
な
ど
の
意
見
も
取
り
入
れ
実

践
的
な
運
営
に
つ
な
げ
て
い
く
。

質
問
３　
避
難
所
の
受
付
負
担
軽

減
の
た
め
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
活

用
し
た
シ
ス
テ
ム
導
入
の
検
討
は
。

総
務
部
長　
個
人
情
報
な
ど
の
課

題
を
踏
ま
え
調
査
・
研
究
す
る
。

質
問
４　
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方

の
情
報
取
得
ツ
ー
ル
に
音
声
コ
ー

ド
・
ジ
ャ
ー
ビ
ス
の
活
用
状
況
と
、

今
後
の
通
知
物
へ
の
拡
大
方
針
は
。

福
祉
部
長　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

案
内
で
活
用
中
。
重
要
文
書
へ
の

段
階
的
な
活
用
拡
大
も
検
討
す
る
。

質
問
５　
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
周
知
状
況
と
、
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
支
援
な
ど
活
用
促
進
策
は
。

総
務
部
長　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
周
知
中
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
支

援
を
出
前
講
座
な
ど
で
取
り
組
む
。

問 
ご
み
分
別
検
索
の
改
善
は

答 
A
I
画
像
認
識
機
能
を
追
加

�

鈴
木　
博
美 

議
員

質
問　
印
西
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

国
が
目
指
す
次
期
学
習
指
導
要
領

を
実
現
で
き
る
か
。

教
育
長　
市
で
は
教
職
員
が
教
育

活
動
に
専
念
で
き
る
環
境
を
構
築

し
、業
務
の
適
正
化
、デ
ジ
タ
ル・

A
I
の
活
用
、
専
門
性
の
向
上
を

支
援
す
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
通
じ
、
業
務
改
善
と
専
門
性
向

上
を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、

教
職
員
の
働
き
や
す
さ
と
働
き
が

い
を
高
め
、
子
ど
も
の
学
び
の
質

を
向
上
さ
せ
る
。

再
質
問　

生
成
A
I
活
用
の
具

体
的
な
進
め
方
は
。

答
弁　
具
体
的
な
導
入
・
支
援
は
、

市
で
作
成
し
た
生
成
A
I
活
用
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
や
活
用
ガ
イ
ド
を
共

通
手
引
き
と
し
、
市
内
全
小
中
学

校
に
展
開
し
て
い
く
。
ま
た
、
文

部
科
学
省
の
生
成
A
I
パ
イ
ロ
ッ

ト
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
市
の

学
校
で
の
先
行
的
な
実
践
を
活
か

し
、
そ
の
成
果
や
課
題
を
整
理
し

た
上
で
、
市
主
催
の
研
修
、
指
導

主
事
な
ど
に
よ
る
伴
走
支
援
、
実

践
事
例
の
共
有
を
通
じ
て
、
全
市

的
な
横
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

再
質
問　

教
職
員
の
生
成
A
I

活
用
能
力
向
上
の
た
め
の
支
援
体

制
は
ど
の
程
度
の
規
模
を
考
え
て

い
る
の
か
。
児
童
生
徒
の
指
導
に

必
要
な
倫
理
・
ル
ー
ル
策
定
に
つ

い
て
は
非
常
に
重
要
だ
が
、
ど
う

か
。

答
弁　
基
礎
研
修
と
実
践
事
例
の

共
有
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
、

市
で
は
生
成
A
I
活
用
ガ
イ
ド

を
既
に
策
定
済
み
で
、
基
本
的
な

考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

問 

印
西
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は
実
現
可
能
か

答 

組
織
横
断
か
つ
部
局
連
携
で
推
進
す
る

�

軍
司　
俊
紀 

議
員

AIの活用により便利に
なる、ごみ分別アプリ

市教育委員会作成　教師・児
童生徒向け生成AI活用ガイド

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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質
問　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

他
自
治
体
の
調
査
・
研
究
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
成
果
や
効
果
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　
教
育
費
の
負

担
軽
減
や
学
習
機
会
の
確
保
な
ど

一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
る
が
、
公

平
性
や
財
政
負
担
、
支
援
を
必
要

と
す
る
方
へ
適
切
に
届
く
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

再
質
問　
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度

導
入
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁　
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
対

象
者
や
支
援
内
容
な
ど
の
制
度
設

質
問
1　
草
深
地
区
に
変
電
所
計

画
が
あ
る
。
住
民
は
別
の
場
所
を

希
望
し
て
い
る
。
市
と
し
て
事
業

者
に
申
し
入
れ
る
こ
と
は
可
能
か
。

都
市
建
設
部
長　
住
民
か
ら
意
見

が
あ
れ
ば
事
業
者
へ
伝
え
、
丁
寧

で
き
め
細
や
か
な
対
話
と
説
明
に

努
め
る
よ
う
求
め
る
。

質
問
2　
駅
前
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

は
市
長
就
任
の
1
年
半
前
に
土
地

売
買
が
市
も
含
め
て
認
め
ら
れ
て

い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
重
大
情

報
を
就
任
直
後
に
報
告
し
な
か
っ

た
の
か
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
10
m
先
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が

建
ち
全
面
壁
と
な
る
。
市
長
は
14

計
を
は
じ
め
、
公
平
性
の
確
保
、

必
要
な
方
へ
適
切
に
支
援
が
届
く

仕
組
み
づ
く
り
、
利
用
可
能
な
事

業
者
の
確
保
、
継
続
的
な
財
源
確

保
な
ど
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

再
質
問　
市
長
公
約
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
掲
げ
る
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度

の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
他
自
治
体
の
取
り
組
み
状

況
や
効
果
検
証
結
果
を
注
視
し
本

市
に
ふ
さ
わ
し
い
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

再
質
問　
事
業
実
施
に
向
け
、
主

体
的
に
制
度
設
計
や
財
源
確
保
の

検
討
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が

市
の
見
解
は
。

健
康
子
ど
も
部
長　
現
在
、
対
象

者
の
範
囲
や
支
援
内
容
、
実
施
手

法
、
利
用
可
能
な
事
業
者
の
確
保
、

継
続
的
な
財
源
確
保
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
必
要
な

課
題
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
事
業

実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

階
か
ら
下
の
現
場
を
見
る
考
え
は

な
い
か
。

都
市
建
設
部
長　
ま
ち
づ
く
り
に

影
響
の
あ
る
案
件
は
先
手
を
と
り

報
告
し
て
い
く
。

市
長　
現
場
に
は
行
っ
て
い
る
。

質
問
3　
J
R
木
下
駅
・
小
林
駅

を
車
椅
子
利
用
者
が
利
用
で
き
る

よ
う
、
駅
員
の
配
置
を
求
め
る
。

企
画
財
政
部
長　
成
田
線
活
性
化

推
進
協
議
会
で
は
、
J
R
に
対
し

利
用
者
の
安
心
・
安
全
が
損
な
わ

れ
な
い
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

質
問
4　
コ
ス
モ
ス
パ
レ
ッ
ト
に

お
い
て
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

市
の
災
害
情
報
に
つ
な
げ
て
リ
ン

ク
す
る
よ
う
求
め
る
。

生
涯
学
習
部
長　
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
の
活
用
も
有
効
だ
。
指
定

管
理
者
と
協
議
し
検
討
す
る
。

質
問
5　
鹿
黒
南
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

近
く
に
横
断
歩
道
の
設
置
を
。

市
民
部
長　
印
西
警
察
署
に
要
望

し
て
い
る
。

問 
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
導
入
に
つ
い
て

答 
事
業
実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く

�

林　
勝
利 

議
員

問 

変
電
所
建
設
は
別
の
場
所
を
希
望

答 

事
業
者
に
丁
寧
な
対
話
と
説
明
を
求
め
る

�

山
田　
喜
代
子 

議
員

機会の確保がされるべき
子どもの学習

変電所建設計画のイメージ図

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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質
問　
県
の
印
旛
広
域
都
市
圏
で

の
印
西
市
の
位
置
付
け
は
。

都
市
建
設
部
長　
北
総
地
域
の
拠

点
都
市
お
よ
び
首
都
圏
に
お
け
る

広
域
連
携
拠
点
、
近
郊
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
拠
点
、
立
地
優
位
性
と

地
域
資
源
を
活
か
し
た
拠
点
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

再
質
問　
印
旛
中
央
地
区
開
発
に

つ
い
て
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　
令
和
8
年
度
は
地
権
者
の

皆
さ
ま
と
合
意
形
成
を
図
り
な
が

ら
事
業
方
針
案
の
策
定
を
目
指
す
。

令
和
9
年
度
以
降
は
、
土
地
区
画

整
理
事
業
を
主
体
的
に
進
め
る
業印旛広域都市圏図

質
問　
若
年
性
認
知
症
は
、
配
偶

者
や
子
ど
も
へ
の
精
神
的
・
経
済

的
負
担
も
大
き
い
と
考
え
る
。
若

者
が
、
親
を
介
護
す
る
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
想

定
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長　
実
情
の
把
握
と
対
応

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

再
質
問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、

自
ら
支
援
を
求
め
る
こ
と
が
難
し

い
ケ
ー
ス
も
多
い
。学
校
に
は『
気

づ
き
を
待
つ
』
の
で
は
な
く
『
積

極
的
に
気
づ
く
』
姿
勢
が
求
め
ら

れ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
発
す
る

S
O
S
は
、
言
葉
で
表
れ
る
と
は

限
ら
な
い
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

務
代
行
予
定
者
の
公
募
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

再
質
問　
印
西
牧
の
原
駅
圏
複
合

施
設
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
に

応
じ
た
民
間
事
業
者
は
何
者
か
。

企
画
財
政
部
長　

4
者
で
あ
る
。

公
民
連
携
に
よ
り
、
よ
り
高
い
成

果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事

業
で
は
、
東
京
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
は
な
く
、
北
総
の
中
核
都
市

と
し
て
存
在
感
を
放
つ
新
都
市
・

印
西
市
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
理
念
を
忘
れ
ず
ま
ち
づ
く
り
を
。

市
の
考
え
方
一
つ
で
今
後
1
0
0

年
の
印
西
の
ま
ち
づ
く
り
が
変
わ

る
。「
中
央
駅
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地

区
」に
つ
い
て
の
考
え
は
。

都
市
建
設
部
長　
令
和
8
年
度
か

ら
の
印
西
市
第
2
次
基
本
計
画
で

は
、
市
が
持
つ
様
々
な
魅
力
を
活

か
し
「
緑
育
職
住
近
接
」「
多
極
・

循
環
型
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て

お
り
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
照

ら
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

早
期
発
見
と
支
援
に
学
校
の
役
割

は
極
め
て
重
要
だ
。
欠
席
や
遅
刻

の
増
加
、
学
習
意
欲
の
低
下
、
疲

労
の
様
子
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
教
職

員
が
組
織
的
に
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
求
め
る
。令
和
6
年
の
子
ど
も・

若
者
育
成
支
援
推
進
法
改
正
に
よ

り
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
、
国
や

地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
支
援
の

対
象
と
し
て
明
記
さ
れ
た
。
支
援

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を
早

期
に
発
見
し
、
適
切
な
支
援
へ
つ

な
げ
る
た
め
、
日
常
的
に
児
童
生

徒
と
接
す
る
学
校
の
役
割
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
だ
。

教
育
長　
年
間
を
通
じ
て
児
童
生

徒
の
悩
み
に
耳
を
傾
け
る
機
会
を

設
け
て
い
る
。
校
内
で
支
援
会
議

を
開
き
、
情
報
の
共
有
管
理
を
し
、

早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

問 
広
域
都
市
圏
で
の
印
西
の
位
置
付
け
は

答 
北
総
拠
点
都
市
・
広
域
連
携
の
拠
点
だ

�

松
尾　
榮
子 

議
員

問 

若
年
性
認
知
症
、
家
族
へ
の
対
応
は

答 

実
情
の
把
握
と
対
応
力
の
向
上
を
図
る

�

米
井　
重
行 

議
員

家族を支えるヤングケアラー

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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質
問
1　
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
設
置
完
了

予
定
が
変
更
さ
れ
た
理
由
を
伺
う
。

教
育
部
長　
当
初
屋
根
断
熱
工
事

を
含
む
施
工
を
前
提
と
し
令
和
13

年
度
完
了
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

早
期
設
置
を
求
め
る
意
見
や
社
会

的
要
請
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
断

熱
方
法
を
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
断
熱

フ
ィ
ル
ム
貼
り
に
変
更
し
、
設
置

完
了
を
令
和
10
年
度
と
し
た
。

再
質
問　
以
前
の
質
問
に
お
い
て
、

断
熱
フ
ィ
ル
ム
や
遮
熱
塗
装
な
ど
、

比
較
的
短
期
間
で
施
工
可
能
な
工

法
に
つ
い
て
伺
っ
た
が
、
耐
久
性

や
冷
暖
房
効
率
の
観
点
か
ら
屋
根

質
問　
市
道
師
戸
・
江
川
線
第
２

期
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
打
ち
替
え
工
事

に
つ
い
て
。

都
市
建
設
部
長　
国
の
印
旛
沼
二

期
農
業
水
利
事
業
の
工
事
区
間
ま

で
の
約
8
7
0
メ
ー
ト
ル
の
区
間

の
舗
装
機
能
回
復
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
残
る
約
3
8
5
メ
ー
ト
ル

の
区
間
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
打
ち
替

え
工
事
を
実
施
予
定
。

再
質
問　
具
体
的
な
工
事
内
容
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答
弁　
既
存
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
を
撤
去
し
、
厚
さ
5
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
施
工
を

行
い
、
道
路
路
肩
部
分
の
補
強
お

よ
び
視
認
性
を
高
め
る
外
側
線
を

設
置
。
夜
間
工
事
の
た
め
、
車
両

全
面
通
行
止
め
と
し
令
和
８
年

12
月
初
旬
ま
で
に
完
成
予
定
。

再
質
問　
市
道
岡
台
・
内
野
線
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
打
ち
替
え
工
事
は
。

答
弁　
師
戸
区
よ
り
延
長
2
8
0

メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
舗
装
修
繕
の

カ
バ
ー
工
法
を
予
定
し
て
い
る
と

あ
っ
た
。
当
初
の
工
法
選
定
と
の

整
理
お
よ
び
断
熱
性
能
や
耐
久
性

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
。

答
弁　
屋
根
断
熱
工
事
は
足
場
設

置
が
必
要
と
な
り
、
工
期
や
コ
ス

ト
な
ど
が
か
か
る
こ
と
か
ら
効
率

性
を
再
検
討
し
た
結
果
、
断
熱

フ
ィ
ル
ム
貼
り
を
採
用
し
た
。
な

お
、
断
熱
フ
ィ
ル
ム
貼
り
を
施
工

し
た
建
物
は
、
保
全
改
修
工
事
と

併
せ
て
屋
根
断
熱
を
施
工
し
、
断

熱
性
と
耐
久
性
の
向
上
を
図
る
。

質
問
2　
学
校
の
プ
ー
ル
利
用
券

配
布
事
業
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

対
応
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　

有
効
な
手
法

と
認
識
し
て
い
る
。
他
市
の
事
例

や
費
用
対
効
果
を
調
査
・
研
究
す
る
。

再
質
問　
付
き
添
い
保
護
者
利
用

の
無
償
化
ま
た
は
割
引
の
考
え
は
。

答
弁　
選
択
肢
の
一
つ
と
認
識
し

て
い
る
が
、
今
後
の
利
用
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

要
望
を
受
け
工
事
実
施
予
定
。

再
質
問　
具
体
的
な
工
事
内
容
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答
弁　
既
存
の
舗
装
を
撤
去
後
、

新
た
に
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
路

盤
お
よ
び
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
施
工
。
工

事
期
間
内
は
車
両
全
面
通
行
止
め

と
し
昼
間
工
事
を
実
施
。
令
和
８

年
12
月
下
旬
に
完
成
予
定
。

再
質
問　
龍
ケ
谷
橋
補
修
工
事
の

工
事
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　
定
期
点
検
で
橋
桁
の
腐
食

な
ど
が
判
明
し
、
現
地
測
量
を
経

て
令
和
8
年
11
月
か
ら
令
和
9
年

3
月
末
ま
で
補
修
工
事
予
定
。

問 
体
育
館
の
空
調
設
置
時
期
変
更
理
由
は

答 
断
熱
工
法
を
当
初
と
変
更
し
た
た
め

�

松
谷　
知
美 

議
員

問 

道
路
工
事
予
定
箇
所
の
進
捗
状
況
は

答
３
路
線
と
も
令
和
８
年
度
内
完
成
予
定

�

大
野　
忠
寄 

議
員師戸区市道岡台・内野線アスファ

ルト打ち替え工事予定場所の現況

小中学校体育館のイメージ

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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質
問　
今
年
度
か
ら
教
育
委
員
会

が
教
育
部
と
生
涯
学
習
部
に
分
か

れ
た
。「
教
育
長
の
負
担
軽
減
」
と

い
う
説
明
が
さ
れ
た
が
、
今
後
の

政
策
展
開
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す

る
の
か
心
配
だ
。
部
が
分
か
れ
た

公
共
図
書
館
と
学
校
図
書
館
の
連

携
に
影
響
は
出
な
い
の
か
。

生
涯
学
習
部
長　
影
響
は
な
い
。

再
質
問　
部
を
分
け
図
書
館
課
が

新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
プ

ラ
ス
に
な
る
面
を
伺
う
。

答
弁　
図
書
館
機
能
の
さ
ら
な
る

強
化
が
図
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
学
校
図
書
館
と
の
連
携
を
充

実
し
て
い
く
。

再
質
問　
公
共
図
書
館
の
役
割
は
、

市
民
一
人
一
人
の
本
を
通
じ
た
学

び
を
通
し
て
文
化
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
だ
。
そ
の
学
び
の
基
礎
は

小
中
学
生
時
代
に
あ
る
。
学
校
図

書
館
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
て

ほ
し
い
。「
学
校
図
書
館
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
置
く
自
治
体
が
あ
る
。

現
在
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
が
学
校

図
書
館
を
所
管
し
て
い
る
が
、
新

設
の
図
書
館
課
に
専
従
の
指
導
主

事
を
配
置
し
、
学
校
図
書
館
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
必
要
は
な

い
か
。

教
育
部
長　
学
校
図
書
館
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
学
校
図
書
館
の
運
営

や
活
用
を
統
括
・
支
援
す
る
専
門

機
関
と
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問　
必
要
か
ど
う
か
答
弁
が

な
い
が
、
部
を
分
け
る
な
ら
、
図

書
館
課
は
教
育
部
に
置
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
長　
引
き
続
き
私
が
施
策
の

遂
行
に
責
任
を
持
っ
て
い
く
。

問 

教
育
委
員
会
分
割
で
何
が
変
わ
る
の
か

答 

引
き
続
き
教
育
長
が
責
任
を
持
つ

�

増
田　
葉
子 

議
員

質
問
１　
高
齢
者
に
対
す
る
経
済

的
支
援
の
改
善
で
、
年
齢
の
枠
を

60
歳
以
上
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長　
現
支
援
の
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
市
民
の
方
か
ら
い
た

だ
い
た
意
見
を
参
考
に
検
討
す
る
。

質
問
２　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
デ
ジ
タ

ル
商
品
券
の
申
し
込
み
状
況
は
。

市
長　
ト
ー
タ
ル
で
、
商
品
券
総

数
22
万
口
に
対
し
約
97
％
の
販
売

を
終
了
し
て
い
る
。

質
問
３　
消
費
税
は
社
会
保
障
制

度
の
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
税
収

の
４
割
は
地
方
自
治
体
の
収
入

に
な
っ
て
い
る
中
、
５
兆
円
規

模
と
さ
れ
て
い
る
代
替
財
源
の
明

確
化
が
必
要
。
市
は
国
や
県
に
対

し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

企
画
財
政
部
長　
国
か
ら
代
替
財

源
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
国

の
動
向
を
引
き
続
き
注
視
す
る
。

質
問
４　
外
国
語
版
リ
ト
ル
ベ
ビ

ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
印
西
市
独
自

に
作
成
で
き
な
い
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　
市
単
独
で
の

作
成
は
困
難
だ
が
、
県
に
働
き
か

け
る
な
ど
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

質
問
５　

令
和
８
年
５
月
28
日

か
ら
自
治
体
が
避
難
指
示
な
ど
を

出
す
際
の
基
準
と
な
る
防
災
気
象

情
報
提
供
が
始
ま
っ
た
。
各
種
規

定
の
見
直
し
と
職
員
へ
の
研
修
は
。

総
務
部
長　
新
た
な
防
災
気
象
情

報
運
用
が
開
始
さ
れ
、
情
報
を
的

確
に
活
用
し
た
災
害
対
応
が
重
要

と
な
る
。
既
に
市
の
災
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
見
直
し
と
、
職
員
へ
の

周
知
を
図
っ
た
。
令
和
８
年
６

月
３
日
の
台
風
接
近
時
も
、
こ

れ
に
基
づ
く
災
害
対
応
を
行
っ
た
。

問 
高
齢
者
へ
の
経
済
的
支
援
改
善
は

答 
市
民
意
見
を
参
考
に
検
討
す
る

�

藤
江　
研
一 

議
員

年齢の枠を拡大した、高齢者支
援の先進事例（千葉県神崎町の
例） 

今後とも充実が期待される学校
図書館

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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質
問
１　
印
西
市
の
小
中
学
校
の

不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
は
。

教
育
長　
令
和
7
年
度
に
お
い
て

は
小
学
校
1
5
6
人
、
中
学
校
は

１
９
０
人
で
あ
る
。　

再
質
問　
不
登
校
児
童
生
徒
の
人

数
の
推
移
は
。

答
弁　
1
0
0
0
人
当
た
り
の
人

数
は
、
令
和
５
年
度
が
28
・
８
人
、

6
年
度
は
29
・
1
人
、
７
年
度

は
30
・
６
人
、
全
国
同
様
、
増

加
傾
向
に
あ
る
。

再
質
問　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

新
規
設
置
や
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
全
校
設
置
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
教
育
相
談
や
訪
問
相
談
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
と
の
連
携
を
深
め
、
一
人

一
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
に
努

め
て
い
く
。

再
質
問　

令
和
８
年
度
の
取
り

組
み
は
。　　

答
弁　
令
和
９
年
度
に
開
設
を
予

定
し
て
い
る
市
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
「（
仮
称
）第
３
の
ま
き
ば
」
を

印
西
牧
の
原
駅
圏
に
新
設
す
る
た

め
の
準
備
を
進
め
て
い
く
。　

質
問
２　
避
難
所
の
環
境
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。　　

総
務
部
長　
避
難
所
機
能
を
強
化

す
る
た
め
、
中
学
校
区
を
基
本
に

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
飲
料
水
の

災
害
井
戸
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
避
難
所
の
拠
点
と
な
る
屋

内
運
動
場
の
空
調
設
備
設
置
工
事

な
ど
を
順
次
進
め
て
い
る
。

問 
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は

答 
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う

�

岩
崎　
成
子 

議
員

質
問
1　
全
国
的
な
公
園
な
ど
の

倒
木
事
故
を
踏
ま
え
、
市
民
の
安

全
を
守
る
た
め
「
樹
木
の
緊
急
一

斉
点
検
」を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

都
市
建
設
部
長 

倒
木
事
故
頻
発

を
受
け
、
令
和
8
年
4
月
に
国
か

ら
点
検
や
樹
木
更
新
な
ど
の
要
請

が
あ
っ
た
。
事
故
防
止
に
向
け
樹

木
の
点
検
や
診
断
な
ど
を
検
討
し

安
全
確
保
に
努
め
る
。

質
問
２　
市
内
で
確
認
で
き
る
外

来
植
物
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
経
済
部
長　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
や
ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
な

ど
を
確
認
し
て
い
る
。

再
質
問　
外
来
植
物
の
駆
除
・
拡

散
防
止
に
は
市
民
の
協
力
が
不
可

欠
。
市
内
一
斉
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動

と
同
時
に
、
駆
除
・
拡
散
防
止
活

動
を
合
わ
せ
て
実
施
で
き
な
い
か
。

答
弁　
ご
み
ゼ
ロ
運
動
と
の
連
動

は
有
効
だ
が
、
安
全
や
権
利
面
の

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
手

法
や
参
加
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

質
問
３　
人
材
戦
略
に
お
け
る
人

材
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　
人
材
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
に
よ
り
職
員
の
能
力
を
可
視
化

し
、
適
材
適
所
の
配
置
を
進
め
る

こ
と
で
、
職
員
の
強
み
を
活
か
し
、

組
織
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

再
質
問　
職
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
構
築
に
つ
い
て
。

答
弁
　
職
員
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
変
化
を
早
期
に
把
握
し
対
応
す

る
こ
と
で
、
職
員
が
安
心
し
て
能

力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
く
。

問 

市
有
樹
木
の
一
斉
点
検
を
す
べ
き
で
は

答 

点
検
や
診
断
等
を
検
討
す
る

�

海
老
原　
作
一 

議
員

市教育支援センター「緑のまきば」
が入っている、そうふけふれあい
の里

道路への倒木

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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質
問　
市
内
の
民
間
所
有
地
に
あ

る
歩
道
の
現
状
に
つ
い
て
は
。

都
市
建
設
部
長　
宅
地
分
譲
の
際

に
私
道
と
し
て
設
け
ら
れ
た
歩
行

者
通
路
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
商
業
施

設
な
ど
の
施
設
内
通
路
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
当
該
通
路
所
有
者
や
管

理
者
に
よ
っ
て
維
持
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
。　

再
質
問　
通
行
人
が
当
該
通
路
で

つ
ま
ず
き
な
ど
に
よ
り
怪
我
を
し

た
場
合
は
ど
う
な
る
か
。

答
弁　
民
有
地
の
通
路
に
関
す
る

管
理
責
任
に
つ
い
て
は
、
当
該
通

路
の
管
理
者
が
負
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。

再
質
問　
修
繕
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
か
。

答
弁　
修
繕
に
つ
い
て
も
管
理
者

が
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

再
質
問　
民
間
所
有
地
に
あ
る
歩

道
と
し
て
、
木
下
南
口
商
店
街
の

歩
道
が
あ
る
が
、
商
店
会
が
な
く

な
り
、
所
有
者
で
管
理
が
で
き
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
市
の
認

識
と
対
応
に
つ
い
て
は
。　

答
弁　
道
路
法
に
基
づ
く
道
路
指

定
区
域
決
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
当
該
土
地
の
所
有
者
や
管
理

者
が
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

再
質
問　
管
理
が
で
き
な
い
原
因

と
し
て
、
空
き
テ
ナ
ン
ト
の
増
加

が
考
え
ら
れ
る
が
、
テ
ナ
ン
ト
入

居
の
誘
致
を
行
う
な
ど
対
策
は
考

え
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長　
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
起
業
創
業
支
援
の
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
制
度

設
計
や
運
用
の
検
討
を
し
て
い
る
。

問 

民
間
所
有
地
の
歩
道
の
維
持
管
理
は

答 

所
有
者
や
管
理
者
が
管
理
責
任
を
負
う

�

津
田　
憲
吾 

議
員

質
問　
独
居
高
齢
者
が
救
急
搬
送

さ
れ
る
際
、
市
は
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
伺

う
。

市
長　
本
人
や
家
族
の
情
報
、
医

療
情
報
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
、

搬
送
受
け
入
れ
先
の
決
定
に
時
間

が
か
か
っ
た
り
、
適
切
な
搬
送
判

断
が
し
づ
ら
く
な
る
な
ど
の
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問　
緊
急
連
絡
先
や
身
元
引

受
人
の
確
認
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
、
市
は
実
態
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

福
祉
部
長　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
で
い
ざ
と
い
う
と
き
の
安
全
・

安
心
に
備
え
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、
持
っ
て
い
な
い
方
々
に
つ

い
て
は
、
現
状
把
握
が
で
き
て
い

な
い
。

再
質
問　
身
元
引
受
人
な
ど
の
確

認
が
困
難
な
場
合
、
関
係
機
関
と

は
ど
の
よ
う
な
連
携
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

答
弁　
救
急
隊
員
か
ら
市
に
情
報

提
供
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

そ
の
と
き
は
、
速
や
か
に
情
報
共

有
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
迅
速

に
救
急
搬
送
が
で
き
る
よ
う
連
携

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

再
質
問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
障
が
い
福
祉
関
係
機
関
、
民

生
委
員
な
ど
と
の
連
携
状
況
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
弁　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
会
議
や
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
地
区
定
例
会
な
ど
を
通
し

て
、
密
に
連
携
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問 
救
急
搬
送
時
の
地
域
連
携
に
つ
い
て

答 
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
く

�

都
築　
真
理
子 

議
員命を守る、命をつなぐ救急車

民間所有地にある歩道
（木下南口商店街）

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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質
問　
交
通
規
制
や
取
締
り
は
警

察
の
所
管
で
あ
る
が
、
大
型
貨
物

自
動
車
等
通
行
止
め
の
標
識
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
型
車
両
が

日
常
的
に
通
行
し
、
騒
音
や
振
動
、

排
気
ガ
ス
に
悩
ま
さ
れ
、
ま
た
、

交
通
安
全
上
の
不
安
を
感
じ
る
と

の
声
が
届
い
て
い
る
。
市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長　
窓
口
や
メ
ー
ル
、
電

話
連
絡
で
把
握
し
、
内
容
を
確
認

の
上
、
関
係
部
署
へ
情
報
提
供
し

て
い
る
。

再
質
問　
苦
情
処
理
で
終
わ
ら
せ

ず
、
実
態
調
査
し
、
印
西
警
察
署

や
道
路
管
理
者
と
の
協
議
に
つ
な

げ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　
事
案
の
内
容
に
応
じ
、
印

西
警
察
署
お
よ
び
道
路
管
理
者
な

ど
と
連
携
し
、
必
要
に
応
じ
協
議

し
て
い
き
た
い
。

再
質
問　
注
意
喚
起
の
看
板
は
、

た
だ
設
置
す
る
だ
け
で
な
く
、
効

果
的
な
場
所
に
正
確
に
、
分
か
り

や
す
く
、
実
際
の
ル
ー
ル
遵
守
に

つ
な
が
る
も
の
に
改
善
が
必
要
だ
。

ま
た
、
市
内
外
の
事
業
者
な
ど
に

対
し
、
通
行
許
可
申
請
の
必
要
性

や
生
活
道
路
・
通
学
時
間
帯
へ
の

配
慮
な
ど
、
周
知
・
要
請
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　
事
業
者
へ
の
個
別
の
周
知

徹
底
に
つ
い
て
は
、
開
発
事
業
に

係
る
相
談
を
受
け
付
け
る
際
、
規

制
区
域
な
ど
を
併
せ
て
確
認
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。
交
通

ル
ー
ル
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

印
西
警
察
署
が
実
施
す
る
交
通
取

り
締
ま
り
時
に
協
働
し
、
啓
発
活

動
を
行
え
る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

問 
大
型
貨
物
車
両
の
通
行
規
制
に
つ
い
て

答 
啓
発
活
動
を
行
え
る
よ
う
協
議
す
る

�

加
藤　
亮
二 

議
員

質
問　
現
在
、
公
園
で
の
花
火
利

用
は
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
や
考

え
方
で
運
用
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
市
民
か
ら
公
園
で
花
火
を

楽
し
み
た
い
と
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
一
方
で
、
騒
音
な
ど
に

関
す
る
苦
情
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
公
園
や
広
場
で
の
花
火

利
用
は
原
則
禁
止
と
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
自
治
体
で
の

取
り
組
み
事
例
も
踏
ま
え
、
今
後

は
手
持
ち
花
火
に
限
り
利
用
時
間

や
利
用
場
所
を
限
定
し
、
一
定
の

ル
ー
ル
を
設
け
た
上
で
公
園
や
広

場
で
の
花
火
利
用
を
試
行
的
に
実

施
し
て
い
く
。

再
質
問　
試
行
的
な
実
施
を
検
討

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
想
定

し
て
い
る
利
用
ル
ー
ル
と
は
何
か
。

都
市
建
設
部
長　
夏
休
み
期
間
中

の
７
月
18
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
の
午
後
５
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
と
し
、
指
定
し
た
公
園
内
の

利
用
場
所
に
て
行
う
。
対
象
は
手

持
ち
花
火
の
み
と
し
、
打
ち
上
げ

花
火
や
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
、
大
き
な

音
の
出
る
花
火
は
禁
止
と
す
る
。

ま
た
、
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
と
し
、
消
火
用
の
水
を
準
備
す

る
こ
と
、
騒
音
や
迷
惑
行
為
を
行

わ
な
い
こ
と
、
利
用
後
は
完
全
消

火
と
ご
み
の
持
ち
帰
り
を
徹
底
す

る
こ
と
な
ど
、
安
全
面
や
周
辺
環

境
に
配
慮
し
た
ル
ー
ル
の
下
で
試

行
的
に
実
施
す
る
。

再
質
問　
対
象
と
す
る
公
園
は
。

答
弁　
松
山
下
公
園
、
木
下
駅
前

に
ぎ
わ
い
広
場
、
牧
の
原
公
園
、

印
旛
中
央
公
園
、
印
旛
西
部
公
園
、

本
埜
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
６
施
設
。

問 

公
園
に
お
け
る
花
火
利
用
に
つ
い
て

答 

ル
ー
ル
を
設
け
試
行
的
な
実
施
へ

�

大
﨑　
亜
希 

議
員

印西市内の道路規制の現状
赤線：大型貨物自動車等通行止め道路

一定のルールで楽しめるように
なる公園での花火

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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質
問
１　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
状
況

と
推
移
は
。

環
境
経
済
部
長　
過
去
３
カ
年
の

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
は
、
令
和

５
年
度
１
１
２
２
頭
、
令
和
６

年
度
９
５
７
頭
、
令
和
７
年
度

１
１
９
４
頭
で
、
10
年
前
の
５

８
７
頭
と
比
べ
て
も
、
大
幅
に

増
え
て
い
る
状
況
だ
。

再
質
問　

現
在
６
地
区
で
設
置

さ
れ
て
い
る
地
区
対
策
会
へ
の
支

援
は
。

答
弁　
地
区
対
策
会
へ
の
活
動
支

援
は
、
初
心
者
向
け
講
習
会
お
よ

び
技
術
講
習
会
な
ら
び
に
意
見
交

換
会
な
ど
を
実
施
し
、
わ
な
消
耗

品
の
経
費
を
支
援
し
て
い
る
。

再
質
問　
わ
な
猟
免
許
の
状
況
は
。

答
弁　
わ
な
猟
免
許
取
得
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。

わ
な
猟
免
許
を
取
得
し
た
方
の
累

計
は
75
名
で
あ
る
。
令
和
８
年

11
月
に
、
わ
な
猟
免
許
試
験
を
印

旛
公
民
館
に
お
い
て
実
施
す
る
こ

第
８

−

２
号

▼
東
京
都
新
宿
区
に
お
い
て
顕

在
化
し
た
事
例
を
受
け
て
、

政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘

行
為
に
関
す
る
早
期
の
実
態

把
握
と
再
発
防
止
を
求
め
る

陳
情

〈
議
員
配
付
〉

第
８

−

３
号

▼
学
校
の
校
庭
に
埋
蔵
さ
れ
て

い
る
放
射
能
汚
染
土
壌
の
除

去
を
求
め
る
陳
情　
　

〈
議
員
配
付
〉

第
８

−

４
号

▼
９
条
の
碑
建
立
に
関
す
る

陳
情　
　
　
　
　
　〈

議
員
配
付
〉

と
に
な
り
、
今
後
も
実
施
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

質
問
２　
診
療
所
に
対
し
て
、
市

独
自
で
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
を

交
付
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　
診
療
所
に
対

し
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。
令
和

８
年
６
月
に
診
療
報
酬
の
改
定

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問
３　
師
戸
の
市
有
農
地
が
利

活
用
に
至
ら
な
い
理
由
は
。

環
境
経
済
部
長　
草
木
の
伐
根
や

土
壌
改
良
、
動
物
進
入
防
止
柵
設

置
な
ど
の
「
圃
場
の
整
備
」
が
必

要
だ
。
今
後
、
民
間
事
業
者
か
ら

利
活
用
の
提
案
を
募
る
。

問 
師
戸
地
区
の
市
有
農
地
の
利
活
用
は

答 
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
募
る

�

小
川　
利
彦 

議
員

箱わなをはじめ、捕獲用わなの
使用には、わな猟免許が必要

請
　
願

陳
　
情

第
８

−
１
号

▼
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見

書
」採
択
に
関
す
る
請
願
書　

〈
採　
択
〉

第
８

−

２
号

▼
「
国
に
お
け
る
２
０
２
７
年

度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
請

願
書

〈
採　
択
〉

市
議
会
は
、
請
願
の
採
択
後
、

そ
れ
ぞ
れ
国
へ
の
意
見
書
を
提

出
す
る
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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合
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

減
額
割
合
を
「
２
分
の

１
か
ら
６
分
の
１
」
の

中
で
決
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
旧
条
例
で
は
こ
の
特
例
の

割
合
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
か
。「

３
分
の
１
」
と
さ
れ

て
い
た
も
の
を
、
今
回
、

印
西
市
の
裁
量
に
よ
り
決
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
、

従
前
と
同
じ
「
３
分
の
１
」
と

し
た
も
の
で
あ
る

問答

　印西市議会では、全ての議案を委員会に付託し審査することを原則としています。
　各委員会に付託された議案と審査内容の一部を要約して掲載します。

各常任委員会の審査

総務企画常任委員会� 総務部・企画財政部・市民部・会計課・選挙管理委員会・監査委員を所管

市
税
お
よ
び
都
市
計
画
税
条
例
に

関
す
る
審
査

【
議
案
第
２
号
】

【
内
容
】
固
定
資
産
税
の
免
税

点
の
改
正
な
ど
。

個
人
市
民
税
に
係
る
公

的
年
金
等
受
給
者
の
扶

養
控
除
申
告
書
に
関
す
る
改
正

の
概
要
は
。

公
的
年
金
受
給
者
の
扶

養
報
告
書
の
提
出
義
務

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
字
句
の
整
理
や
引
用
す

る
条
項
番
号
の
整
合
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
の
免
税
点
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
変
更
す
る
の
か
。

固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
の
免
税
点
に
つ
い
て

は
、
家
屋
に
あ
っ
て
は
現
行
20

万
円
を
30
万
円
に
、
償
却
資
産

に
あ
っ
て
は
１
５
０
万
円
を

１
８
０
万
円
に
改
め
る
も
の

で
あ
る
。

問答問答

問
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
の
変
更
内
容
に

つ
い
て
は
。

個
人
市
民
税
の
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除

に
つ
い
て
は
「
令
和
20
年
度
ま

で
」
を
「
令
和
25
年
度
ま
で
」

期
間
を
延
長
す
る
も
の
。
ま
た
、

適
用
を
受
け
る
場
合
の
居
住
年

に
つ
い
て
も「
令
和
7
年
ま
で
」

を
「
令
和
12
年
ま
で
」
の
５
年

間
を
延
長
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
３
号
】

【
内
容
】
改
修
特
別
特
定
建
築

物
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
別

処
置
の
割
合
を
規
定
。

第
２
号
議
案
の
固
定
資

産
税
と
同
様
に
、
都
市

計
画
税
に
つ
い
て
も
減
額
す
る

改
正
な
の
か
。

そ
の
と
お
り
で
、
改
修

特
別
特
定
建
築
物
の
課

税
標
準
の
特
例
措
置
の
減
額
割

答問答

審
査
結
果

番号 件名 結果
議案第 2号 印西市税条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第 3号 印西市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定 可決

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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文教福祉常任委員会� 福祉部・健康子ども部・教育委員会を所管

小
中
学
校
全
校
に
ロ
ボ
ッ
チ
ャ
®
導
入
へ

【
議
案
第
12
号
】

【
内
容
】
ロ
ボ
ッ
チ
ャ
®
ス
タ
ー

タ
ー
キ
ッ
ト
な
ど
の
購
入
。
購
入

金
額
：
１
億
２
２
８
４
万
２
５
０

０
円
。
納
入
先
：
印
西
市
立
小
中

学
校
20
校
。
納
入
期
限
：
令
和
８

年
９
月
30
日

先
行
導
入
校
に
お
け
る
効

果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
そ
の
効
果
を

確
認
し
た
上
で
全
校
展
開
を
決
め

た
の
か
。先

行
導
入
校
で
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
能
力
、
ロ
ボ
ッ
ト
組
み
立

て
に
よ
る
空
間
認
知
・
構
想
力
、

デ
ー
タ
活
用
能
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
や
社
会
性
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
理
解
と
い
っ
た
情
報
活
用
能
力

の
向
上
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

全
校
展
開
を
判
断
し
た
。

【
議
案
第
１
号
】

【
内
容
】
印
西
市
こ
ど
も
の
遊
び

問答

場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
し
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

そ
も
そ
も
ど
こ
か
ら
こ
の

話
が
出
て
来
た
か
。

イ
オ
ン
か
ら
テ
ナ
ン
ト
を

見
直
す
際
に
市
の
困
り
事

に
協
力
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

の
話
が
あ
り
、
そ
の
中
で
子
ど
も

の
遊
び
場
の
話
が
出
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
あ
る
。

同
様
の
民
間
施
設
が
あ
る

中
で
市
が
設
置
す
る
意
味

は
何
か
。本

施
設
に
つ
い
て
は
、
営

利
目
的
の
娯
楽
施
設
と
は

性
格
を
別
に
し
、
教
育
的
要
素
、

安
全
確
保
を
重
視
し
た
運
営
を
行

う
点
で
、
民
間
施
設
と
は
役
割
そ

の
も
の
が
違
う
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
条
例
は
屋
外
に
対
し

て
も
応
用
で
き
る
よ
う
な

条
例
に
な
っ
て
い
る
が
、
次
の
こ

と
も
市
と
し
て
は
考
え
て
い
る
の

問答問答問

か
。

屋
外
も
含
め
て
様
々
な
可

能
性
を
検
討
し
実
現
に
努

め
た
い
。

答

審
査
結
果

番号 件名 結果
議案第１号 印西市こどもの遊び場の設置及び管理に関する条例の制定 可決

議案第４号 印西市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定 可決

議案第５号 印西市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び印西市家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第６号 印西市立学童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第７号 印西市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第11号 工事請負契約の変更 可決
議案第12号 財産の取得 可決
請願第8-1号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願書 採択すべきもの
請願第8-2号 「国における２０２７年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願書 採択すべきもの

小中学校全校に導入されるロボッチャR

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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建設経済常任委員会� 環境経済部・都市建設部・上下水道部・農業委員会を所管

印
西
市
道
路
線
の
変
更

【
議
案
第
13
号
】

【
内
容
】
印
西
市
道
路
線
を
変
更

し
、
廃
止
す
る
も
の
。

市
道
08

−

1
0
6
号
線
の

路
線
変
更
の
理
由
は
。

太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設

の
た
め
、
現
況
に
お
け
る

機
能
が
喪
失
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
機
能
の
回
復
が
必
要
な
い
と
認

め
ら
れ
る
状
況
の
た
め
。

路
線
変
更
後
の
行
き
止
ま

り
部
分
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

本
路
線
は
未
舗
装
道
路
と

な
っ
て
お
り
、
自
動
車
が

日
常
的
に
進
入
す
る
道
路
で
は
な

く
、
現
状
同
様
の
行
き
止
ま
り
道

路
で
あ
る
。

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
。

未
定
と
な
っ
て
い
る
。

 

問答問答問答

問
市
道
１
０
６
３
号
線
に
つ

い
て
、
路
線
変
更
後
の
行

き
止
ま
り
部
分
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。行

き
止
ま
り
部
分
に
つ
い

て
は
、
印
西
地
区
環
境
整

備
事
業
組
合
で
整
備
を
予
定
し
て

い
る
次
期
中
間
処
理
施
設
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
重
複
す
る
こ
と
か

ら
、
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
の
協
議

の
中
で
今
後
調
整
し
て
い
く
。

路
線
変
更
箇
所
の
現
状
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。畑

の
耕
作
者
等
の
利
用
が

あ
っ
た
が
、
現
在
は
周
辺

が
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

の
事
業
用
地
と
な
っ
た
た
め
、
利

用
実
態
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
回
の
変
更
で
市
が
費
用

負
担
す
る
も
の
は
あ
る

か
。　 答問答問

答
特
に
費
用
負
担
は
な
い
。

市
民
が
ど
の
く
ら
い
利
用

し
て
い
た
の
か
、
市
民
に

影
響
が
あ
る
の
か
。

現
状
利
用
が
な
い
と
い
う

状
況
で
あ
る
。

問答

審
査
結
果

番号 件名 結果

議案第13号 印西市道路線の変更 可決

廃止される市道（吉田地区）

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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全会一致議案一覧
番号 件名

《議　案》　（市長提出）
承認第1号 専決処分の承認を求めること
承認第2号 専決処分の承認を求めること
承認第3号 専決処分の承認を求めること
議案第1号 印西市こどもの遊び場の設置及び管理に関する条例の制定
議案第3号 印西市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定

議案第4号 印西市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定

議案第5号
印西市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び印西市家庭的保育事業
等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制
定

議案第6号 印西市立学童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第7号 印西市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定

議案第8号 令和８年度印西市一般会計補正予算（第1号）
議案第10号 令和８年度印西市水道事業会計補正予算（第1号）
議案第11号 工事請負契約の変更
議案第13号 印西市道路線の変更

《議　案》　（委員会提出）
発委第1号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出
発委第2号 国における2027年度教育予算拡充に関する意見書の提出

《請　願》　
請願第8-1号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願書
請願第8-2号 「国における2027年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願書

※○＝賛成、　×＝反対、　退＝退席、　欠＝欠席、　―＝その他
※議長（近藤瑞枝）は採決に加わりません。

番号 件名
協
議
結
果

大
﨑　

亜
希

大
野　

忠
寄

加
藤　

亮
二

鈴
木　

博
美

津
田　

憲
吾

都
築
真
理
子

林　
　

勝
利

松
谷　

知
美

稲
葉　
　

健

小
川　

利
彦

米
井　

重
行

岩
崎　

成
子

海
老
原
作
一

増
田　

葉
子

松
尾　

榮
子

軍
司　

俊
紀

金
丸　

和
史

板
橋　
　

睦

山
田
喜
代
子

藤
江　

研
一

近
藤　

瑞
枝

《議　案》　（市長提出議案）

議案第2号 印西市税条例の一部を
改正する条例の制定

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 -

議案第9号
令和8年度印西市国民
健康保険特別会計補正
予算（第1号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 -

議案第12号 財産の取得 原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 × 〇 -

令和8年第2回定例会 議案と審議結果一覧
6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
果

政
務
活
動
費
報
告
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令
和
8
年
5
月
12
日
か
ら
13
日
に

か
け
て
、
千
葉
県
北
総
地
区
市
議
会

正
副
議
長
会
定
例
会
と
視
察
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
郡
山
市
議
会
に
お
け
る
、

開
か
れ
た
議
会
へ
の
取
り
組
み
（
議

会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
の
開
催
）、

市
内
小
学
校
な
ど
を
対
象
に
し
た
議

場
見
学
会
の
開
催
な
ど
の
説
明
を
受

け
、
ま
た
、
郡
山
歴
史
情
報
博
物
館

な
ど
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
市
は
中
核
市
議
会
議
長

会
議
会
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

最
優
秀
賞
を
２
回
、
審
査
員
特
別
賞

を
2
回
、
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
表
紙
は
、
印
西
市
で
活
動
す
る
小
学

生
野
球
チ
ー
ム
「
Ｍ
ｅ
ｔ
ｓ
＆
Ｓ
ｈ
ａ

ｒ
ｋ
ｓ
」
で
す
。
高
花
小
学
校
を
ホ
ー

ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
子
ど
も
た
ち
は
仲

間
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
厳
し
い
暑
さ
が
続
く
中
で
も
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
が
響

き
、
全
力
で
白
球
を
追
い
か
け
る
姿
が

印
象
的
で
す
。
野
球
を
通
じ
て
技
術
だ

け
で
な
く
、
礼
儀
や
協
調
性
、
最
後
ま

で
諦
め
な
い
気
持
ち
も
育
ま
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
成
長
を
続
け
る
Ｍ
ｅ
ｔ
ｓ
＆
Ｓ
ｈ
ａ

ｒ
ｋ
ｓ
。

　

こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
の
絆
を
大
切

に
、
一
戦
一
戦
を
全
力
で
戦
う
子
ど
も

た
ち
へ
、
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

千
葉
県
北
総
地
区
市
議
会
正
副
議
長
会

定
例
会
と
視
察
研
修

正副議長の
動向

議会
トピックス

郡山歴史情報博物館にて

正副議長の集合写真

議会報
「審査員特別賞」

紙

表

の

真

写

特集

常任委員会等の委員が決定

新体制スタート！

　議員各位の御推挙により、副議長とい
う要職に就かせていただき、職責の重さ
を痛感しております。
　地域課題が複雑かつ多様化する今、地
域の声に耳を傾け、市民に寄り添い、市
民の目線に立った分かりやすい行政を目
指してまいります。
　近内議長を支え、市民に開かれた議会
を一層推進し、市政の進展と円滑な議会
運営に向けて最善の努力を尽くしてまい
りますので、皆様の御指導と御協力を心
よりお願い申し上げます。

　本年は２年に１度の常任委員会等委員の改選の年
であり、常任委員会や議会運営委員会等の委員の改
選を行いました。議長を除く議員は、いずれかの常
任委員会に所属します。

※令和７年６月定例会で郡山市議会委員会条例を
改正し、本定例会より常任委員会の名称及び所管
事項が変更になっています。

副議長

緑風会　５期目

諸越　裕
もろこし ひろし

順序や進め方などに関すること

佐藤 栄作　加藤 漢太　名木 敬一　大河原 裕勝

委員長
會田 一男
自由闊達な
協議

副委員長
薄井 長広

郡山の未来を
考えます

委員長
大木　進

市政の発展へ
勇往邁進!!

副委員長
伊藤 典夫

チャレンジ！

諸越　裕 石川 義和 三瓶 宗盛

大城 宏之 大河原 裕勝

田川 正治

箭内 好彦 山根 悟 村上 晃一

栗原 晃 遠藤 隆

古山 唯

佐藤 政喜 冨樫 賢太郎

－2－

こおりやま市議会だより　第214号

建設環境
常任委員会
道路、公園、環境、
上下水道
などに関すること

文教経済
常任委員会
教育、スポーツ、
農業、商工業
などに関すること

101年目の郡山市議会
議長・副議長の選挙を実施

　９月３日に行われた本会議において、議長、副議長
が辞職し、選挙を行った結果、議長に近内 利男議員、
副議長に諸越 裕議員が当選しました。
　議長は、市議会を代表して会議を円滑に進めるほか、
議場の秩序を保ち、議事を整理し、議会の事務を処理
するなど多くの権限があります。
　副議長は、議長が不在のときに議長の職務を代わり
に行います。

　第33代郡山市議会議長に就任し、そ
の使命と重責に身の引き締まる思いであ
ります。
　「選ばれるまち郡山」に向けて、公平
かつ公正な議論を尽くすとともに、市民
の皆様の声を市政に反映し、真摯に取り
組んでまいる所存です。
　より市民に近い存在となり、市民の皆
様にとってわかりやすい“活発で開かれ
た議会”の運営に全力で邁進してまいり
ますので、市民の皆様の御支援と御協力
を賜りますようお願い申し上げます。

議長

志翔会　５期目

近内　利男
こんない としお

議会運営委員会 議会を円滑に運営するための

委員長 森合 秀行　副委員長 遠藤 利子
久野 三男　栗原 晃　小島 寛子　會田 一男　

委員長
伹野 光夫

公正に審査を
進めます

副委員長
福田 文子

地方財政の安定
化に努めます

委員長
久野 三男

市民のえがおを
守る！

副委員長
池田 義人

生活と福祉の
向上のために

折笠 正 岡田 哲夫 佐藤 栄作 森合 秀行

塩田 義智

良田 金次郎 飯塚 裕一 吉田 公男

廣田 耕一 遠藤 利子

小島 寛子 加藤 漢太

八重樫 小代子 本田 豊栄

名木 敬一

－3－

こおりやま市議会だより　第214号

総務財政
常任委員会
市の組織、計画、
財政、税金、防災
などに関すること

生活福祉
常任委員会
協働、福祉、子育て
などに関すること

手話通訳の配信をはじめました！

　郡山市議会では、郡山市手話言語条例に基づき、議会報告会等での手話通訳を実施しております
が、９月定例会から、手話を言語とする聴覚障がい者の方々へ向け、議会及び市政に関する迅速な
情報提供を図り、より開かれた議会を推進するため、議会中継に、これまでのリアルタイムでの字幕
表示に加え、手話通訳者の映像配信を開始しました。
　なお、手話通訳の配信は、県内の市町村議会では初めての取組みとなります。

　委
員
の
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
の
発
行
や
議
会
報

告
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
今
後
も

本
市
議
会
の
広
聴
広
報
活
動
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
所
掌
事
務

・
議
会
だ
よ
り
の
編
集
発
行

・
議
会
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会

・
議
会
モ
ニ
タ
ー

・
議
場
見
学

広
聴
広
報
委
員
会

　市議会の手話通訳は、多くの通訳者にとって初めての
経験であり、議会専門用語の手話表現や内容の難しさ、
質問・答弁の速さなどクリアすべき課題が沢山あるため、
通訳者は９月議会に向け何度も勉強会を重ねてきまし
た。聞こえない方々の長年の夢の実現に関わることがで
き嬉しく思います。今後も、様々な話題に関心を持ち、的
確な手話表現ができるように研さんを重ね、聞こえない
方々の情報保障に努めていきます。

手話通訳者からのメッセージ

議会の生の音声を聴きながら手話通訳を行う様子

手話通訳者の皆様

字幕と手話でより伝わる議会中継（ライブ配信）になりました

議会中継はこちらから

加藤 漢太

村上 晃一池田 義人遠藤 利子飯塚 裕一

箭内 好彦古山 唯吉田 公男本田 豊栄遠藤 隆

伹野 光夫

（
議
席
順
）

委員長副委員長
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領収書を含めた各会派の政務活動費収支報告書
は、市役所１階行政資料コーナーおよび市議会
ホームページで閲覧できます。 おしらせ

　
「
印
西
市
議
会
政
務
活
動
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動

に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の

一
部
と
し
て
、
議
会
に
お
け
る
会

派（
※
１
）に
対
し
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
交
付
額
は
会
派
の
所
属
議
員
数

に
年
額
36
万
円（
年
度
内
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
は
月
割
り
）を
乗

じ
た
額
と
な
り
ま
す
。

　
各
会
派
は
、
年
度
末
に
領
収
証

等
の
必
要
書
類
を
添
え
て
収
支
報

告
書
を
議
長
に
提
出
し
、
残
額
は

市
に
返
還
し
て
い
ま
す
。

政
務
活
動
費
と
は
…

（
※
１
）印
西
市
議
会
で
は
、
２
人
以
上
の
議

員
に
よ
り
会
派
を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
政
務
活
動
費
の
交
付
に
あ
た
っ

て
は
、
所
属
議
員
が
１
人
の
場
合
で
も
会
派

名
を
付
し
、
会
派
と
し
て
い
ま
す
。

調査研究費…会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究および調査委託に要する経費　
研　修　費…会派が研修会を開催するために必要な経費および団体などが開催する研修会等の参加に要する経費
広　報　費…会派が行う活動および市政について住民に報告するために要する経費
広　聴　費…�会派が行う住民からの市政および会派の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動

に要する経費
資料作成費…会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費
資料購入費…会派が行う活動に必要な図書、資料などの購入に要する経費
人　件　費…会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費

※交際費的（慶弔費等）な経費や政党活動、選挙活動などには支出することはできません。

使途項目（解説）

令和7年度

政
務
活
動
費

収
支
報
告

会派名
人数
（人）

交付額
（円）

支出額（円） 返還額
（円）調査研究費 研修費 広報費 広聴費 資料作成費 資料購入費 人件費 計

至　誠 4 1,440,000 0 0 641,748 0 0 0 0 641,748 798,252 

新　政 4 1,440,000 545,903 20,994 727,930 0 57,169 0 0 1,351,996 88,004 

ＴＯ ＢＥ 4 1,140,000 0 0 759,032 10,489 7,930 0 0 777,451 362,549 

創　進 3 1,080,000 0 0 866,409 0 3,630 24,750 0 894,789 185,211 

公明党 2 720,000 0 17,603 691,616 0 0 0 0 709,219 10,781 

日本共産党 1 360,000 0 0 360,000 0 0 0 0 360,000 0 

響（ひびき） 1 300,000 0 0 0 0 0 27,240 0 27,240 272,760 

いま未来 1 360,000 0 0 0 0 26,319 0 0 26,319 333,681 

印西ダイバー
シティ

1 360,000 0 0 360,000 0 0 0 0 360,000 0 

歩 1 60,000 3,535 0 0 0 0 0 0 3,535 56,465 

令和7年度  政務活動費収支報告（令和7年4月～令和8年3月）

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
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請
願
・
陳
情

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
の
審
査

議
案
と
審
議
結
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政
務
活
動
費
報
告
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梅
雨
も
明
け
、
暑
さ
が
厳
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
令
和
8
年
第
2
回

定
例
会
の
内
容
を
お
届
け
し
ま
す
。
各
議
案
、

補
正
予
算
、
一
般
質
問
の
内
容
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
令
和
7
年
度
の
各
会
派
お

よ
び
議
員
の
日
頃
の
政
務
活
動
に
使
用
し
た

「
政
務
活
動
費
」
の
報
告
に
つ
い
て
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
が
読
み
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
く
市
民
の
皆
さ
ま
へ
情
報
発
信
で
き

る
よ
う
に
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
、

定
例
会
ご
と
に
試
行
錯
誤
し
て
、
丁
寧
に
広

報
紙
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
さ

ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
編
集
し
て

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
津
田
）

委 

員 

長　
　
　
藤
江　
研
一

副
委
員
長　
　
　
林　
　
勝
利

委　
　
員　
　
　
大
野　
忠
寄

〃　
　
　
　
鈴
木　
博
美

〃　
　
　
　
津
田　
憲
吾

〃　
　
　
　
増
田　
葉
子

　
市
議
会
議
員
と
し
て
、
市
政
の

発
展
に
努
め
ら
れ
た
功
績
を
た
た

え
、
左
記
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

《
在
職
30
年
表
彰
》

　
　
　
　
山
田　
喜
代
子　
議
員

編
　
集
　
後
　
記

全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

「声の議会だより」を作成しています
　目が不自由など文字による情報入手が困難な方のために、「議会だより」をＣＤに録音した

「声の議会だより」を印西市社会福祉協議会に委託し、作成しています。
　配布を希望される方は、障がい福祉課☎ 0476（33）4639 までご相談ください。

いんざい議会だよりを
スマートフォン用アプリでご覧になれます

「議会だより」をより多くのみなさんに届ける情報発信手法として、
スマートフォン・タブレット用アプリ「マチイロ」で配信を行っています。

「マチイロ」のアプリをダウンロードすれば、スマートフォンやタブレッ
トからいつでも、どこでも「議会だより」を読むことができます。

始めるのは簡単です こんな使い方もできます

1 App Store・Google Play から
「マチイロ」を検索しダウンロード。

2 お住まいの地域など、簡単な設定をします。

3 使用開始

※アプリのダウンロードは無料ですが、通信費は利用者の
負担となります。

■印西市ホームページに接続しなくても、またオフラインでも「議会だより」
を閲覧できます。

■最新号が発行されると、アプリにお知らせが届きます。
■新着情報と連動してお知らせが届きます。
■ページめくりや拡大縮小なども簡単にできます。スクラップ機能として、

範囲を指定して画像を保存することができます。保存した記事はメールへ
の添付や SNS でシェアできます。

■アプリのオリジナルコンテンツを見ることができます。

右の 2 次元コードからも
ダウンロードできます。

6
月
定
例
会

令
和
8
年
度
補
正
予
算

議
会
ト
ピ
ッ
ク
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願
・
陳
情

一
般
質
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い
ん
ざ
い

議
会
だ
よ
り

N
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■
発
行
／
千
葉
県
印
西
市
議
会

■
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
　
■
発
行
日
／
令
和
8
年
８
月
15
日
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市
民
の
声

ま
ち
づ
く
り
を
み
ん

な
と
共
に

　
滝
野
中
学
校3

年　
植う
え

村む
ら　
紗さ

羽わ

　
広
い
空
の
下
、
季
節
の
移
ろ
い

を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
き
た

日
々
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
印

西
市
の
思
い
出
で
す
。

　
私
は
1
歳
の
と
き
に
印
西
市
へ

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。幼
い
頃
、

兄
と
一
緒
に
公
園
を
走
り
回
っ
た

こ
と
。
家
の
近
く
を
歩
き
な
が
ら

季
節
を
感
じ
た
こ
と
。
振
り
返
る

と
、
何
気
な
い
毎
日
の
中
に
、
こ

の
ま
ち
の
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
ま
ち
に

求
め
る
も
の
も
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
幼
い
頃
は
の
び
の
び
と
遊
べ

る
場
所
が
大
切
で
し
た
が
、
今
で

は
学
習
で
き
る
場
所
や
、
友
達
と

安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
印
西
市
に

は
、
多
く
の
世
代
が
暮
ら
し
や
す

い
環
境
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
良
さ

を
さ
ら
に
生
か
す
た
め
に
も
、
集

中
し
て
学
習
で
き
る
場
所
、
安
心

し
て
移
動
で
き
る
環
境
、
障
が
い

や
特
性
に
左
右
さ
れ
な
い
環
境
な

ど
が
整
っ
て
い
く
と
、
よ
り
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
以
前
、
市
長
と
「
未
来
の
印
西

市
」に
つ
い
て
話
す
機
会
が
あ
り
、

自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
印
西
の
ま
ち
づ
く
り

は
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
一
人

一
人
の
「
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

て
い
く
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
印
西
市
で
育
っ
た

一
人
と
し
て
、
こ
の
ま
ち
の
良
さ

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
暮
ら

し
や
す
い
未
来
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
で
す
。

日 月 火 水 木 金 土
8/16 8/17 8/18 8/19 8/20 8/21

議会運営
委員会

8/22

8/23 8/24 8/25 8/26 8/27 8/28
本会議

（議案上程）

8/29

8/30 8/31
本会議

（会派代表質問）

9/1
本会議

（会派代表質問）

9/2
本会議

（個人質問）

9/3
本会議

（個人質問）

9/4
本会議

（個人質問）

9/5

9/6 9/7
本会議

（個人質問）

9/8
決算審査
特別委員会

9/9
決算審査
特別委員会

9/10
決算審査
特別委員会

9/11
決算審査
特別委員会

9/12

9/13 9/14
予算審査
常任委員会

9/15
総務企画
常任委員会

9/16
文教福祉
常任委員会

9/17
建設経済
常任委員会

9/18 9/19

9/20 9/21

敬老の日

9/22

国民の休日

9/23

秋分の日

9/24 9/25 9/26

9/27 9/28
議会運営
委員会

9/29
本会議

（議案の採決）

9/30

　令和8年第3回定例会は、
8月28日㈮から9月29日㈫ま
での会期予定です。
　なお、インターネットによる
本会議のライブ中継および委
員会の録画中継を配信してお
りますので、ご利用ください。
　詳細については、議会事務
局までお問合せください。

【印西市議会事務局】
☎0476(33)4614

令和８年第３回定例会　会期予定および日程

「いんざい議会だより」は、誰にでも読みやすい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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